
(57)【要約】

【課題】　無線通信装置において、信号歪みの発生を抑

制し、誤り無く正確に情報伝達できるような温度補償を

実現する。

【解決手段】　ベースバンド信号処理部１１にてベース

バンドの送信信号を生成し、周波数変換部３２にて無線

周波数信号に変換し、周波数変換部３２を含め周波数変

換部３２よりも上流側における信号利得の温度特性を温

度補償部２０にて補償し、送信アンテナ１７から無線送

信する。こうした構成により、信号歪みの発生を抑制で

き、誤り無く正確な情報伝達を実現することができる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ベ ー ス バ ン ド の 送 信 信 号 を 生 成 す る ベ ー ス バ ン ド 信 号 処 理 部 と 、
　 ベ ー ス バ ン ド 信 号 処 理 部 か ら 出 力 さ れ た ベ ー ス バ ン ド 信 号 を 無 線 周 波 数 信 号 に 変 換 す る
周 波 数 変 換 部 と 、
　 前 記 周 波 数 変 換 部 か ら 出 力 さ れ た 信 号 に 対 し 、 周 波 数 変 換 部 を 含 め 周 波 数 変 換 部 よ り も
上 流 側 に お け る 信 号 利 得 の 温 度 特 性 を 補 償 す る 温 度 補 償 部 と 、
　 前 記 温 度 補 償 部 か ら 出 力 さ れ た 信 号 を 無 線 送 信 す る 送 信 ア ン テ ナ と を 備 え た こ と を 特 徴
と す る 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 温 度 補 償 部 は 、 パ ッ シ ブ 型 減 衰 器 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 無 線 通 信
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 パ ッ シ ブ 型 減 衰 器 は 、 複 数 の 感 温 抵 抗 素 子 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の
無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 複 数 の 感 温 抵 抗 素 子 は 、 互 い に 並 列 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載
の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 温 度 補 償 部 は 、 ア ク テ ィ ブ 型 減 衰 器 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 無 線 通
信 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 無 線 性 能 を 確 保 す る た め に 温 度 補 償 を 行 う 無 線 通 信 装 置 に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 IT(Information Technology)化 の 発 展 と 共 に イ ン タ ー ネ ッ ト が 急 速 に 普 及 し て い
る 。 イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 形 態 と し て は 、 FTTH(Fiber To The Home)や ADSL(Asymmetric Dig
ital Subscriber Line)が 多 く の 割 合 を 占 め て い る が 、 立 地 条 件 に よ り FTTHや ADSLを 利 用
で き な い ユ ー ザ が 存 在 す る 。 そ の よ う な ユ ー ザ に 対 し 、 安 定 し た 通 信 回 線 を 供 給 す る た め
に 無 線 ア ク セ ス シ ス テ ム が 必 要 と さ れ て い る 。 無 線 ア ク セ ス シ ス テ ム に は 、 26GHz、 5GHz
、 2.4GHz等 の 各 周 波 数 帯 域 を 用 い る も の が あ り 、 こ の う ち 安 価 に 製 品 を 供 給 で き る 5GHz、
2.4GHzの 各 周 波 数 帯 域 を 用 い た 屋 外 設 置 用 の 無 線 LAN(Local Area Network)通 信 装 置 が 普
及 し つ つ あ る 。 屋 外 設 置 用 の 無 線 LAN装 置 の 多 く は 、 屋 内 で の 使 用 を 目 的 と し た 無 線 IC(In
tegrated Circuit)に よ り 構 成 さ れ て い る 。 無 線 ICは 、 個 体 ば ら つ き が あ り 、 温 度 に よ る
影 響 に 弱 く 、 安 価 に 無 線 性 能 を 確 保 す る こ と が 比 較 的 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 無 線 通 信 装 置 と し て は 、 周 囲 温 度 の 変 化 に よ る 増 幅 器 の 増 幅 度 増 減 を ベ ー ス バ ン
ド 信 号 の レ ベ ル を 増 減 す る こ と で 補 償 （ い わ ゆ る 温 度 補 償 ） す る 無 線 送 信 機 が あ る （ た と
え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 他 、 中 間 周 波 数 信 号 の 区 間 で 温 度 補 償 を 行 う 無 線 受 信 機 が あ る （ た と え ば 特 許 文 献
２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ９ ０ ７ ５ ７ （ 段 落 ０ ０ １ ０ ～ ０ ０ １ ２ 、 図 １ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ５ ６ ９ ３ １ （ 段 落 ０ ０ １ ７ ～ ０ ０ １ ８ 、 図 ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 無 線 通 信 装 置 で は 、 ベ ー ス バ ン ド 信 号 の 区 間 ま た は 中 間 周 波 数 信
号 の 区 間 に お い て 温 度 補 償 を 行 う た め 、 ベ ー ス バ ン ド 信 号 の 区 間 ま た は 中 間 周 波 数 信 号 の
区 間 に 設 け ら れ た 増 幅 器 に 対 し 、 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ 外 の 信 号 が 入 力 さ れ て し ま う 場 合 が
あ る 。 こ の 場 合 、 増 幅 器 に よ り 信 号 に 歪 み が 発 生 し 、 歪 み 成 分 を 含 む 無 線 周 波 数 信 号 が 無
線 送 信 さ れ て し ま い 、 対 向 す る 受 信 機 で は 、 送 信 前 の 情 報 を 正 確 に 復 元 す る こ と が で き な
く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 無 線 通 信 装 置 に お い て 、 信 号 歪 み の 発 生 を 抑 制 し 、 誤 り 無 く 正 確 に
情 報 伝 達 で き る よ う な 温 度 補 償 を 実 現 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 は 、 ベ ー ス バ ン ド の 送 信 信 号 を 生 成 す る ベ ー ス バ ン ド 信 号 処 理 部 と 、
　 ベ ー ス バ ン ド 信 号 処 理 部 か ら 出 力 さ れ た ベ ー ス バ ン ド 信 号 を 無 線 周 波 数 信 号 に 変 換 す る
周 波 数 変 換 部 と 、
　 前 記 周 波 数 変 換 部 か ら 出 力 さ れ た 信 号 に 対 し 、 周 波 数 変 換 部 を 含 め 周 波 数 変 換 部 よ り も
上 流 側 に お け る 信 号 利 得 の 温 度 特 性 を 補 償 す る 温 度 補 償 部 と 、
　 前 記 温 度 補 償 部 か ら 出 力 さ れ た 信 号 を 無 線 送 信 す る 送 信 ア ン テ ナ と を 備 え た こ と を 特 徴
と す る 無 線 通 信 装 置 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 無 線 周 波 数 信 号 へ の 周 波 数 変 換 の 後 に 温 度 補 償 を 行 う た め 、 ベ ー ス
バ ン ド 信 号 の 区 間 ま た は 中 間 周 波 数 信 号 の 区 間 に 設 け ら れ た 増 幅 器 に 対 し 、 入 力 さ れ る 信
号 が 変 化 し て ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ か ら 外 れ る よ う な 事 態 を 回 避 す る こ と が で き る 。 し た が
っ て 、 信 号 歪 み の 発 生 も 抑 制 で き 、 誤 り 無 く 正 確 な 情 報 伝 達 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 実 施 の 形 態 １ ．
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 無 線 LAN通 信 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 無 線 LAN
通 信 装 置 は 、 無 線 LAN方 式 で 通 信 す る 屋 外 設 置 用 の 通 信 装 置 で あ り 、 ベ ー ス バ ン ド 信 号 処
理 部 １ ０ 、 無 線 周 波 数 信 号 処 理 部 １ １ 、 帯 域 通 過 フ ィ ル タ (BPF)１ ２ 、 第 １ 増 幅 器 １ ３ 、
第 ２ 増 幅 器 １ ４ 、 高 出 力 増 幅 器 １ ５ 、 低 域 通 過 フ ィ ル タ (LPF)１ ６ 、 送 信 ア ン テ ナ １ ７ 、
お よ び 温 度 補 償 部 ２ ０ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ベ ー ス バ ン ド 信 号 処 理 部 １ ０ は 、 ベ ー ス バ ン ド (BB)の 送 信 信 号 を 生 成 す る 集 積 回 路 (IC)
、 い わ ゆ る BBICと 称 さ れ る も の で あ る 。 無 線 周 波 数 信 号 処 理 部 １ １ は 、 ベ ー ス バ ン ド 信 号
処 理 部 １ ０ か ら 出 力 さ れ た ベ ー ス バ ン ド の 信 号 を 無 線 周 波 数 (RF)の 信 号 に 変 換 す る IC、 す
な わ ち RFICと 称 さ れ る も の で あ り 、 増 幅 器 ３ １ お よ び 周 波 数 変 換 部 ３ ２ を 備 え て い る 。 増
幅 器 ３ １ は 、 所 定 の ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ を 有 し て お り 、 レ ン ジ 内 の 信 号 な ら ば 歪 み な く 増
幅 で き る 。 周 波 数 変 換 部 ３ ２ は 、 段 階 的 な 周 波 数 変 換 を 行 う 、 す な わ ち 、 ベ ー ス バ ン ド の
信 号 を 中 間 周 波 数 (IF)の 信 号 に 変 換 し た 後 、 さ ら に 中 間 周 波 数 の 信 号 を 無 線 周 波 数 の 信 号
に 変 換 す る 。 帯 域 通 過 フ ィ ル タ (BPF)１ ２ は 、 無 線 周 波 数 信 号 処 理 １ １ の 後 段 に 配 置 さ れ
、 所 定 の ２ 閾 値 に 挟 ま れ た 帯 域 を 通 過 さ せ 、 そ れ 以 外 を 遮 断 す る フ ィ ル タ で あ る 。 第 １ 増
幅 器 １ ３ は 、 帯 域 通 過 フ ィ ル タ １ ２ を 通 過 し た 信 号 を 増 幅 す る 増 幅 器 (AMP)で あ り 、 第 ２
増 幅 器 １ ４ は 、 第 １ 増 幅 器 １ ３ か ら 出 力 さ れ た 信 号 を さ ら に 増 幅 す る 増 幅 器 (AMP)で あ る
。 高 出 力 増 幅 器 １ ５ は 、 第 ２ 増 幅 器 １ ４ か ら 出 力 さ れ た 信 号 を さ ら に 増 幅 し 、 利 得 が 大 き
く 高 レ ベ ル の 信 号 を 出 力 で き る 増 幅 器 、 い わ ゆ る HPA(High Power Amplifier)と 称 さ れ る
も の で あ る 。 低 域 通 過 フ ィ ル タ １ ６ は 、 高 出 力 増 幅 器 １ ５ の 後 段 に 配 置 さ れ 、 所 定 の 閾 値
よ り も 低 い 周 波 数 の 信 号 を 通 過 さ せ 、 そ の 閾 値 よ り も 高 い 周 波 数 の 信 号 を 遮 断 す る フ ィ ル
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タ で あ る 。 送 信 ア ン テ ナ １ ７ は 、 低 域 通 過 フ ィ ル タ １ ６ を 通 過 し た 信 号 を 無 線 送 信 す る ア
ン テ ナ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 温 度 補 償 部 ２ ０ は 、 複 数 段 の 減 衰 器 ２ １ ， ２ ２ で 構 成 さ れ る 。 減 衰 器 ２ １ は 、 帯 域 通 過
フ ィ ル タ １ ２ と 第 １ 増 幅 器 １ ３ と の 間 に 介 在 す る よ う に 配 置 さ れ 、 抵 抗 素 子 Ｒ １ ， Ｒ ２ お
よ び サ ー ミ ス タ （ 感 温 抵 抗 素 子 ） Ｔ Ｈ １ を π 型 に 接 続 し た 、 い わ ゆ る 能 動 素 子 を 含 ま な い
パ ッ シ ブ 型 の π 型 減 衰 器 (ATT)で あ る 。 抵 抗 素 子 Ｒ １ ， Ｒ ２ は 、 信 号 線 上 の ２ 点 で 分 岐 し
た ２ 本 の グ ラ ン ド 線 上 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ る 。 サ ー ミ ス タ Ｔ Ｈ １ は 、 グ ラ ン ド 線 上 の ２ つ
の 分 岐 点 の 間 に 配 置 さ れ る 。 減 衰 器 ２ ２ も 、 第 １ 増 幅 器 １ ３ と 第 ２ 増 幅 器 １ ４ と の 間 に 介
在 す る よ う に 配 置 さ れ 、 抵 抗 素 子 Ｒ ３ ， Ｒ ４ お よ び サ ー ミ ス タ （ 感 温 抵 抗 素 子 ） Ｔ Ｈ ２ を
π 型 に 接 続 し た パ ッ シ ブ 型 の π 型 減 衰 器 (ATT)で あ る 。 抵 抗 素 子 Ｒ ３ ， Ｒ ４ は 、 信 号 線 上
の ２ 点 で 分 岐 し た ２ 本 グ ラ ン ド 線 上 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ る 。 サ ー ミ ス タ Ｔ Ｈ ２ は 、 グ ラ ン
ド 線 上 の ２ つ の 分 岐 点 の 間 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 無 線 LAN通 信 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま ず 、 ベ ー ス バ ン ド 信 号 処 理 部 １ ０ に お い て 、 ベ ー ス バ ン ド の 送 信 信 号 が 生 成 さ れ 、 無
線 周 波 数 信 号 処 理 部 １ １ に 出 力 さ れ る 。 ベ ー ス バ ン ド の 信 号 は 、 無 線 周 波 数 信 号 処 理 部 １
１ の 増 幅 器 ３ １ に よ っ て 所 定 利 得 で 増 幅 さ れ 、 無 線 周 波 数 の 信 号 に 周 波 数 変 換 さ れ る 。 こ
こ ま で の と こ ろ 、 つ ま り 周 波 数 変 換 部 ３ ２ を 含 む 、 周 波 数 変 換 部 ３ ２ よ り も 上 流 側 の 区 間
に お け る 信 号 利 得 は 所 定 の 温 度 特 性 を 有 し て い る 。 特 に 、 増 幅 器 ３ １ の 利 得 に よ る 温 度 特
性 の 影 響 が 大 き く 、 大 部 分 を 占 め る 。 次 に 、 無 線 周 波 数 信 号 処 理 部 １ １ か ら 出 力 さ れ た 無
線 周 波 数 の 信 号 の う ち 、 所 定 帯 域 の 信 号 だ け が 帯 域 通 過 フ ィ ル タ １ ２ を 通 過 す る 。 帯 域 通
過 フ ィ ル タ １ ２ を 通 過 し た 信 号 は 、 減 衰 器 ２ １ に よ っ て 、 そ の 時 の 周 囲 温 度 に 応 じ た 利 得
で 減 衰 さ れ る 。 減 衰 器 ２ １ で 減 衰 さ れ た 信 号 は 、 第 １ 増 幅 器 １ ３ に よ り 所 定 の 利 得 で 増 幅
さ れ る 。 第 １ 増 幅 器 １ ３ で 増 幅 さ れ た 信 号 は 、 減 衰 器 ２ １ と 同 様 に 減 衰 器 ２ ２ に よ っ て 、
そ の 時 の 周 囲 温 度 に 応 じ た 利 得 で 減 衰 さ れ る 。 減 衰 器 ２ ２ で 減 衰 さ れ た 信 号 は 、 第 ２ 増 幅
器 １ ４ に よ り 所 定 の 利 得 で 増 幅 さ れ る 。 第 ２ 増 幅 器 １ ４ で 増 幅 さ れ た 信 号 は 、 さ ら に 高 出
力 増 幅 器 １ ５ に よ り 、 所 定 の 利 得 で 高 出 力 レ ベ ル に ま で 増 幅 さ れ る 。 高 出 力 増 幅 器 １ ５ で
増 幅 さ れ た 信 号 の う ち 、 高 周 波 成 分 が 低 域 通 過 フ ィ ル タ １ ６ に よ っ て 遮 断 さ れ る 。 低 域 通
過 フ ィ ル タ １ ６ を 通 過 し た 高 出 力 の 信 号 が 、 送 信 ア ン テ ナ １ ７ か ら 無 線 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 温 度 に 対 す る 利 得 の 特 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 ２ （ ａ ） は 、 RFIC１ １ 内 の 増
幅 器 に 関 す る 特 性 を 示 し 、 図 ２ （ ｂ ） は 、 温 度 補 償 部 に 関 す る 特 性 を 示 す 。 周 波 数 変 換 部
３ ２ よ り も 上 流 側 の 利 得 の う ち 、 温 度 に よ る 影 響 を 最 も 受 け 易 い の が 、 RFIC１ １ 内 の 増 幅
器 ３ １ に よ る 利 得 で あ る 。 周 囲 の 温 度 が 上 昇 し た 場 合 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 RFIC１
１ 内 の 増 幅 器 ３ １ に よ る 利 得 が 低 下 す る 。 一 方 、 温 度 上 昇 に よ り サ ー ミ ス タ Ｔ Ｈ １ ～ Ｔ Ｈ
４ の 抵 抗 値 が 低 く な る こ と で 、 温 度 補 償 部 ２ ０ に よ る 利 得 が 上 昇 し 、 図 ２ （ ａ ） の 利 得 低
下 が 補 償 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 無 線 LAN通 信 装 置 の 全 体 と し て は 、 温 度 変 化 に 伴 う 利 得 変
化 が 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 で は 、 無 線 周 波 数 へ の 周 波 数 変 換 を 行 う RFIC１ １ の 後 段 に 温 度
補 償 部 ２ ０ を 配 置 し た の で 、 ベ ー ス バ ン ド 信 号 の 区 間 ま た は 中 間 周 波 数 信 号 の 区 間 に 設 け
ら れ た RFIC１ １ の 増 幅 器 に 対 し 、 入 力 さ れ る 信 号 が 変 化 し て ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ か ら 外 れ
る よ う な こ と が 無 く な る 。 こ の た め 、 無 線 LAN通 信 装 置 に お い て 、 信 号 歪 み の 発 生 を 抑 制
で き 、 誤 り 無 く 正 確 な 情 報 伝 達 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 温 度 補 償 部 ２ ０ を パ ッ シ ブ 型 の 減 衰 器 ２ １ ， ２ ２ で 構 成 し た た め 、 簡 易 な 構 成 で
温 度 補 償 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 ま た 、 温 度 補 償 部 ２ ０ を 複 数 の 減 衰 器 ２ １ ， ２ ２ で 構 成 し た た め 、 大 き な 温 度 差 で あ っ
て も 補 償 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 特 に 、 無 線 LAN通 信 装 置 は 、 屋 内 で の 使 用 を 前 提 と し て 製 造 さ れ る が 、 こ れ を 屋 外 設 置
用 と し て 転 用 し た 場 合 は 、 大 き な 温 度 差 を 補 償 す る こ と が 求 め ら れ る た め 、 本 発 明 の よ う
な 温 度 補 償 が 有 効 で あ る 。 あ る い は 、 温 度 特 性 の 個 体 ば ら つ き が 大 き な RFICに 対 し て も 、
個 々 の RFICの 温 度 特 性 に 対 応 し た 温 度 補 償 を 行 う こ と で 、 無 線 性 能 を 充 分 に 満 足 す る 無 線
LAN通 信 装 置 を 提 供 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 無 線 性 能 が 不 十 分 と の 理 由 で RFICを 選 別 す る
必 要 も な く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 図 １ で は 、 減 衰 器 ２ １ ， ２ ２ の 構 成 を 、 サ ー ミ ス タ Ｔ Ｈ １ 、 Ｔ Ｈ ２ を 各 １ 個 ず つ
備 え た π 型 減 衰 器 と し た が 、 次 の 図 ３ に 説 明 す る タ イ プ の 減 衰 器 で も 代 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ （ ａ ） ～ 図 ３ （ ｃ ） は 、 減 衰 器 の 構 成 を 例 示 す る 図 で あ る 。 図 ３ （ ａ ） の 例 は 、 図
１ の 減 衰 器 ２ ２ に お い て 、 サ ー ミ ス タ Ｔ Ｈ ２ を 並 列 接 続 し た サ ー ミ ス タ Ｔ Ｈ ３ ， Ｔ Ｈ ４ に
置 き 換 え た も の で あ り 、 図 １ と 同 じ く π 型 減 衰 器 で あ る 。 図 ３ （ ｂ ） の 例 は 、 Ｔ 型 減 衰 器
の １ 種 で あ り 、 グ ラ ン ド 線 に 抵 抗 素 子 Ｒ ５ を 配 置 し 、 グ ラ ン ド 線 が 分 岐 す る 信 号 線 上 の 分
岐 点 の 上 流 側 に サ ー ミ ス タ Ｔ Ｈ ５ を 、 下 流 側 に サ ー ミ ス タ Ｔ Ｈ ６ を そ れ ぞ れ 配 置 し た も の
で あ る 。 図 ３ （ ｃ ） の 例 は 、 図 ３ （ ｂ ） の 減 衰 器 に お い て 、 サ ー ミ ス タ Ｔ Ｈ ５ を 並 列 接 続
し た サ ー ミ ス タ Ｔ Ｈ ７ ， Ｔ Ｈ ８ に 置 き 換 え 、 サ ー ミ ス タ Ｔ Ｈ ６ を 並 列 接 続 し た サ ー ミ ス タ
Ｔ Ｈ ９ ， Ｔ Ｈ １ ０ に 置 き 換 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 、 減 衰 器 を 複 数 の サ ー ミ ス タ で 構 成 す る こ と に よ っ て 、 大 き な 温 度 差 で あ っ
て も 補 償 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 補 償 可 能 な 温 度 幅 を 大 き く す る た め に は 、 Ｂ 定 数 の 大 き な サ ー ミ ス タ を 使 用 す る
必 要 が あ る 。 Ｂ 定 数 と は 、 温 度 に よ り 抵 抗 値 が ど の ぐ ら い 変 わ る か を 示 す 指 標 で あ り 、 Ｂ
定 数 が 大 き い 方 が 抵 抗 値 の 温 度 変 化 が 大 き い 。 抵 抗 値 の 小 さ な サ ー ミ ス タ は 一 般 的 に は 、
Ｂ 定 数 が 小 さ い た め 、 補 償 可 能 な 温 度 差 を 大 き く す る の が 困 難 な 場 合 が あ る 。 そ こ で 、 図
３ （ ａ ） 、 図 ３ （ ｃ ） の よ う に 、 複 数 の サ ー ミ ス タ を 互 い に 並 列 に 接 続 す る こ と に よ っ て
、 減 衰 器 の 抵 抗 値 を 低 く 抑 え つ つ 、 大 き な 温 度 差 を 補 償 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 標 準 抵 抗 値 の サ ー ミ ス タ を 並 列 に 接 続 す る こ と で 、 標 準 抵 抗 値 以 外 の 抵 抗 値 を
複 数 の サ ー ミ ス タ に よ る 合 成 抵 抗 値 と し て 実 現 で き る の で 、 減 衰 器 の 減 衰 量 を 細 か く 設 定
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 実 施 の 形 態 ２ ．
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 無 線 LAN通 信 装 置 の 減 衰 器 を 示 す 図 で あ る 。 本 実
施 の 形 態 ２ に 係 る 無 線 LAN通 信 装 置 は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 無 線 LAN通 信 装 置 （ 図 １ 参 照 ）
の パ ッ シ ブ 型 減 衰 器 ２ １ ， ２ ２ を 、 図 ４ に 示 す ア ク テ ィ ブ 型 減 衰 器 に 置 き 換 え た も の で あ
る 。 以 下 、 ア ク テ ィ ブ 型 の 減 衰 器 の 構 成 を 説 明 し 、 そ の 他 の 構 成 に つ い て は 実 施 の 形 態 １
と 同 一 で あ る た め 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 減 衰 器 は 、 能 動 素 子 を 含 む 、 い わ ゆ る ア ク テ ィ ブ 型 の 減 衰 器 で あ る 。 こ の 減 衰 器 は 、 能
動 素 子 と し て ダ イ オ ー ド Ｄ １ を 備 え て い る 他 、 受 動 素 子 と し て 抵 抗 素 子 Ｒ ６ ， Ｒ ７ ， Ｒ ８
、 容 量 素 子 Ｃ １ ， Ｃ ２ ， Ｃ ３ ， Ｃ ４ 、 誘 導 素 子 Ｌ １ を 備 え て い る 。 ダ イ オ ー ド Ｄ １ は 、 Ｐ
Ｉ Ｎ ダ イ オ ー ド で あ る 。 信 号 線 上 に は 、 上 流 側 か ら 順 に 容 量 素 子 Ｃ １ 、 ダ イ オ ー ド Ｄ １ 、
容 量 素 子 Ｃ ４ が 配 置 さ れ る 。 信 号 線 上 の ２ つ の 分 岐 点 か ら 、 そ れ ぞ れ グ ラ ン ド 線 が 延 び て
い る 。 容 量 素 子 Ｃ １ と ダ イ オ ー ド Ｄ １ と の 間 に 位 置 す る 分 岐 点 か ら 延 び る 一 方 の グ ラ ン ド
線 上 に は 、 抵 抗 素 子 Ｒ ７ と 容 量 素 子 Ｃ ２ と が 配 置 さ れ て い る 。 他 方 、 ダ イ オ ー ド Ｄ １ と 容
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量 素 子 Ｃ ４ と の 間 に 位 置 す る 分 岐 点 か ら 延 び る グ ラ ン ド 線 上 に は 、 抵 抗 素 子 Ｒ ８ が 配 置 さ
れ て い る 。 ま た 、 信 号 線 上 の 容 量 素 子 Ｃ １ と ダ イ オ ー ド Ｄ １ と の 間 で 、 下 流 側 寄 り の 位 置
か ら 、 電 圧 印 加 線 が 設 け ら れ て い る 。 電 圧 印 加 線 に は 、 誘 導 素 子 Ｌ １ と 抵 抗 素 子 Ｒ ６ と が
配 置 さ れ 、 抵 抗 素 子 Ｒ ６ の 信 号 線 に 対 向 す る 端 部 に 電 圧 Ｖ が 印 加 さ れ る 。 電 圧 印 加 線 上 に
は 、 誘 導 素 子 Ｌ １ と 抵 抗 素 子 Ｒ ６ と の 間 に 位 置 す る 分 岐 点 か ら ２ 本 の グ ラ ン ド 線 が 延 び て
い る 。 一 方 の グ ラ ン ド 線 上 に は 、 容 量 素 子 Ｃ ３ が 配 置 さ れ 、 他 方 の グ ラ ン ド 線 上 に は 、 サ
ー ミ ス タ Ｔ Ｈ １ １ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 減 衰 器 に 印 加 さ れ た 電 圧 Ｖ は 、 抵 抗 素 子 Ｒ ６ と サ ー ミ ス タ Ｔ Ｈ １ １ と で 分 圧 さ れ る 。 温
度 変 化 に よ り サ ー ミ ス タ Ｔ Ｈ １ １ の 抵 抗 値 が 変 化 す る た め 、 抵 抗 素 子 Ｒ ６ と サ ー ミ ス タ Ｔ
Ｈ １ １ と の 間 の 電 圧 Ｖ ０ も 温 度 変 化 に よ り 変 化 す る 。 し た が っ て 、 減 衰 器 全 体 の 減 衰 量 も
温 度 変 化 に 伴 っ て 変 化 す る 。 こ の 減 衰 器 は 、 利 得 の 温 度 特 性 が 図 ２ （ ｂ ） と 同 じ 特 性 に な
る よ う に 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 し た が っ て 、 ア ク テ ィ ブ 型 の 減 衰 器 を 用 い た 本 実 施 の 形 態 ２ で も 、 パ ッ シ ブ 型 の 減 衰 器
を 用 い た 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 信 号 歪 み の 発 生 を 抑 制 で き 、 誤 り 無 く 正 確 な 情 報 伝 達 を
実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 ア ク テ ィ ブ 型 の 減 衰 器 を 用 い る こ と に よ っ て 、 温 度 変 化 に
伴 う サ ー ミ ス タ の 利 得 変 化 を 能 動 素 子 で 拡 大 す る た め 、 よ り 大 き な 温 度 差 を 補 償 す る こ と
が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 無 線 LAN通 信 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ （ ａ ） は 、 RFIC内 の 増 幅 器 の 温 度 特 性 を 示 し 、 図 ２ （ ｂ ） は 、 温 度 補 償 部 の
温 度 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ （ ａ ） ～ 図 ３ （ ｃ ） は 、 減 衰 器 の 構 成 を 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 無 線 LAN通 信 装 置 の 減 衰 器 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１ ０ 　 ベ ー ス バ ン ド 信 号 処 理 部
１ １ 　 無 線 周 波 数 信 号 処 理 部
１ ２ 　 帯 域 通 過 フ ィ ル タ
１ ３ 　 第 １ 増 幅 器
１ ４ 　 第 ２ 増 幅 器
１ ５ 　 高 出 力 増 幅 器
１ ６ 　 低 域 通 過 フ ィ ル タ
１ ７ 　 送 信 ア ン テ ナ
２ ０ 　 温 度 補 償 部
２ １ ， ２ ２ 　 減 衰 器
Ｒ １ ～ Ｒ ８ 　 抵 抗 素 子
Ｔ Ｈ １ ～ Ｔ Ｈ １ １ 　 感 温 抵 抗 素 子
Ｃ １ ～ Ｃ ４ 　 容 量 素 子
Ｌ １ 　 誘 導 素 子
Ｄ １ 　 ダ イ オ ー ド
Ｖ ， Ｖ ０ 　 電 圧
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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